
   

報道関係者各位 

2024 年 10 月 21 日 

新潟県民主医療機関連合会 

 

保険証廃止に関するアンケートを実施、 現行の保険証存続を望む声、85.6％ 

 

政府は昨年 6 月の通常国会で、2024 年 12 月に現行の健康保険証を廃止し、マイナ保険証を原則とする法案を

可決しました。これはマイナンバーカートを事実的に強制するものであり、マイナンバーカードを求めない人で

も作らざるを得ない状況を作りました。 

私たち民医連は「無差別平等」を掲げ患者・利用者の受領権を守るため日々医療・介護活動を行ってきていま

す。しかしこの法案が可決されたことによって国民皆保険制度が破壊されてしまうと考えています。高齢者や施

設入居者など現在でもマイナンバーカード取得できない何らかの理由があり、カードを持っていない方は多数存

在します。このような国民には「資格確認証」を発行することになっていますが、現行の保険証どおりに自動的

に郵送されてくることが保証されているわけではありません。またこの資格確認証を発行することにより税金が

使われ、社会保障費により財政がひっ迫しているという政府の見解がよりすすむこととなります。 

この状況に対し私たちは、日常的に医療・介護を必要としている利用者・家族・職員に対してアンケートを実

施しました。目的は健康保険証の存続を望む声、マイナ保険証を望む声、医療・介護の現場ではどのように望ま

れているのかを集計して現状を広く知らせることです。今回はこのアンケート結果について発表します。 

 

回答総数は 2,249 人、1,925 人が「現行の健康保険証とマイナ保険証を併用してほしい」「現行の健康保険証だ

けでいい」と回答者のうち 85.6％が感じているという結果。 

 

今回のアンケート結果について、日常的に医療・介護を必要としている利用者・家族・職員はマイナ保険証に

移行することを望んでいないことが明らかになりました。それにもかかわらず、政府は実施を約 1 か月後に控え

る現時点でも中止・延期することはしないと明言し、利用率推進のために補助金を出し、マイナンバーカード同

様な推し進め方を行っています。さらにこの利用率が進まないのは私たち医療機関が推進してこなかったことを

理由としていますが、アンケート結果からも利便性が感じられず、現行の保険証で十分だからということが明ら

かとなっています。12 月 2 日より現行の健康保険証は廃止される予定となっており、このまま廃止となれば医

療を受けるときに健康保険証が確認できない状況が発生する恐れがあり、保険証がないために受診しないことに

よる重症化も考えられます。 

 

私たちは日本が誇る「国民皆保険制度」を守るために、現行の健康保険証を残し、マイナ保険証を希望する方

には不安なく対応できる制度、設備を進めることを強く要望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
    

    

     

     

              

              

                

    
             



□アンケート実施状況 
 

実施期間 2024 年 8 月 1 日～2024 年 9 月 30 日 

回答 総数 2,249 名 ※対象者による限定項目と回答者により未回答もあり 

実施法人・事業所 新潟県民主医療機関連合会 

新潟勤労者医療協会：下越病院、かえつクリニック、かえつ歯科、舟江診療所、ときわ診

療所、坂井輪診療所、介護老人保健施設入舟、介護老人保健施設おぎの里 

一般社団法人 新潟メディカルプラン 

社会福祉法人 坂井輪会 

社会福祉法人 ゆうえい会 

社会福祉法人 かえつ福祉会 

回答手段 郵送による回答 

事業所外来における聞き取り 

職員によるアンケート 

アンケート内容 ～共通アンケート～ 

Q1：あなたの年代を教えてください（患者・利用者のみ） 

① 20 歳代以下② 30 歳代 ③40歳代 ④50歳代 ⑤60歳代  ⑥70歳代以上  

Q2：健康保険証が 2024 年 12 月に廃止になることを知っていましたか 

① はい ② いいえ 

Q3：健康保険証が廃止になることに対して不安はありますか 

① 不安はない ② ある程度不安 ③ 大いに不安 

Q4：「マイナ保険証」と現行健康保険証の在り方について 

① 「マイナ保険証」に一本化した方がよい 

② 現行の健康保険証を廃止せずに「マイナ保険証」と併用にした方がよい 

③ 現行の健康保険証があれば「マイナ保険証」はなくてもよい 

④ その他    

Q5：政府が進める「健康保険証を廃止すること」について 

① 健康保険証を予定通り廃止した方がよい 

② 健康保険証の廃止は時期を延期した方がよい 

③ 健康保険証の廃止は中止した方がよい 

④ その他   

 

 

 

□新潟県民主医療機関連合会 ＜https://www.niigata-miniren.or.jp/＞ 

いつでも、どこでも、だれもが、安心してより良い医療と福祉を受ける事ができる地域社会をめざして 

 

 

 

□本件に関するお問い合わせ 

〇新潟県民主医療機関連合会  

【TEL】025-224-4073 【E-mail】miniren@niigata-min.or.jp 

【住所】〒951-8124 新潟市中央区医学町通 1 番町 45 第 2 関本ビル 2 階    【担当者】坂下 


